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amhy が本種にも存在し、性的に中間的な水温では amhy 遺伝子を保持している個体の全てが雄に分
化したことから、本遺伝子が雄の遺伝的性決定要因として機能しうることが証明された。また、amhy
















最終試験は 8 月 18 日に行われた。まず、学術論文は 1 編が第 1 著者として公表済みである
(Coexistence of genotypic and temperature-dependent sex determination in pejerrey Odontesthes bonariensis. 
Yoji Yamamoto*, Yan Zhang*, Munti Sarida, Ricardo S. Hattori, and Carlos A. Strüssmann. PLoS ONE 





た。さらに、専門知識については公開発表会（8 月 18 日）当日の質疑や予備審査時でのディスカッ
ションを含め十分であると審査委員一同確認した。以上、申請者は学位論文審査要項第１７条（学
位論文の審査基準）の規定に基づき、学位論文の審査基準を充足していることを確認し、博士の学
位を授与するに値すると判断した。 
